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10月 21日 （ 土 ） 、 京 阪 神 か ら 北 び わ 湖 方 面 へ 新 快 速 が 乗 り 入 れ る 「 琵 琶 湖 環 状 線 」 が い よ い よ 実 現 。 
西 近 江 路 と 奥 び わ 湖 と の 行 き 来 も 便 利 に な り 、 び わ 湖 の 周 遊観 光 が ま す ま す 賑 わい そ う だ 。 
■  電  077-528-3680（ 滋 賀県 土 木 交 通 部 交 通 政 策 課 ） 

直流 化 区 間 

中面 s紅葉の近江路へ 古社 寺 の 特 別 公 開 ・ 祭 り ・ ラ イ ト アッ プ 

琵 琶 湖 環 状 線 、 １ ０ 月 ２ １ 日 ■   土   開 業 ！ 琵 琶 湖 環 状 線 、 １ ０ 月 ２ １ 日 ■   土   開 業 ！土 

錦秋 の 近 江 
びわ 湖周遊 の 旅 

● 
大 阪 
● 
大 阪 

● 
京 都 
● 
京 都 

● 
名 古 屋 
● 
名 古 屋 

● 
柘 植 
● 
柘 植 

山 科 
● 
山 科 
● 

大 津 
● 
大 津 
● 

草 津   ● 草 津   ● 

米 原 ● 米 原 ● 

長浜 ● 長浜 ● 

敦 賀 ● 敦 賀 ● 

● 
近 江 塩 津 
● 

近 江 塩 津 

つ な が り ま す 、 

びわ湖 。 
膳 所 
● 
膳 所 
● 

石 山 
● 
石 山 
● 

瀬 田 
● 
瀬 田 
● 

南 草 津 
● 

南 草 津 
● 

栗 東  ● 栗 東  ● 

守 山  ● 守 山  ● 

野 洲 ● 野 洲 ● 

篠 原 ● 篠 原 ● 
近 江 八 幡 ● 近 江 八 幡 ● 

安 土 ● 安 土 ● 

能 登 川 ● 能 登 川 ● 

稲 枝 ● 稲 枝 ● 

河 瀬 ● 河 瀬 ● 

南 彦 根 ● 南 彦 根 ● 

彦 根 ● 彦 根 ● 

田 村 ● 田 村 ● 

坂 田 ● 坂 田 ● 

● 
虎 姫 
● 
虎 姫 

● 
河 毛 
● 
河 毛 

● 
高 月 
● 
高 月 

● 
木 ノ 本 
● 
木 ノ 本 

● 
余 呉 
● 
余 呉 

西 大 津 
● 
西 大 津 
● 

唐 崎 
● 
唐 崎 
● 

比 叡 山 坂 本 
● 
比 叡 山 坂 本 
● 

● 雄 琴 ● 雄 琴 

● 堅 田 ● 堅 田 

● 小 野 ● 小 野 

● 和 邇 ● 和 邇 

● 志 賀 ● 志 賀 

● 蓬 莱 ● 蓬 莱 

● 比 良 ● 比 良 

● 近 江 舞 子 ● 近 江 舞 子 

● 北 小 松 ● 北 小 松 

● 近 江 高 島 ● 近 江 高 島 

● 安 曇 川 ● 安 曇 川 

● 
新 旭 
● 
新 旭 

● 
近 江 今 津 
● 
近 江 今 津 

● 
近 江 中 庄 
● 
近 江 中 庄 

● 
マ キ ノ 
● 
マ キ ノ 

● 
永 原 
● 
永 原 

新 疋 田 ● 新 疋 田 ● 

メ タ セ コ イ ヤ 並 木 （ 高 島 市 ） メ タ セ コ イ ヤ 並 木 （ 高 島 市 ） 長 浜 城 歴 史 博 物 館 （ 長 浜 市 ） 長 浜 城 歴 史 博 物 館 （ 長 浜 市 ） 

鳥 人 間 コ ン テ ス ト （ 彦 根 市 ） 鳥 人 間 コ ン テ ス ト （ 彦 根 市 ） 

西 明 寺 （ 甲 良 町 ） 西 明 寺 （ 甲 良 町 ） 

金 剛 輪 寺 （ 愛 荘 町 ） 金 剛 輪 寺 （ 愛 荘 町 ） 

百 済 寺 （ 東 近 江 市 ） 百 済 寺 （ 東 近 江 市 ） 

道 の 駅 し ん あ さ ひ 風 車 村 （ 高 島 市 ） 道 の 駅 し ん あ さ ひ 風 車 村 （ 高 島 市 ） 

白 鬚 神 社 （ 高 島 市 ） 白 鬚 神 社 （ 高 島 市 ） 

比 叡 山 延 暦 寺 （ 大 津 市 ） 比 叡 山 延 暦 寺 （ 大 津 市 ） 

び わ こ 花 噴 水 （ 大 津 市 ） び わ こ 花 噴 水 （ 大 津 市 ） 

■社団法人びわこビジターズビューロー
〒520-0806 滋賀県大津市打出浜2番1号「コラボしが２１」6階 TEL.077-511-1530 FAX.077-526-4393
http://www.biwako-visitors.jp/     mail@biwako-visitors.jp

■アイム・オウミ編集室
〒520-0004 滋賀県彦根市鳥居本町655-1 サンライズ出版内 TEL.0749-22-0627 FAX.0749-23-7720
http://www.im-o-mi.com/     info@im-o-mi.com

編集部からのお知らせ＆プレゼント！

2006.04

http://www.im-o-mi.com/

「アイム・オウミ・サイト」随時更新中！
■次号の先ドリ観光情報など
の投稿／パンフレット同封
申し込み（観光情報ひとこ
とPRの投稿）／メールマ
ガジン配信申し込み／「顔
出し看板」写真の投稿は、
右記URLから！

2006年大河ドラマ「功名が辻」、舞台は近江

アイム・オウミ編集部
では、旅行計画に役
立つ１年先までの先
取り観光情報を随時
募集しています。ファ
クスまたは下記URL
から受け付けていま
す。情報をいただいた
方の中から抽選で、
近江歴史回廊ガイドブ
ック『近江戦国の道（新
版）』（サンライズ出版）
をプレゼントします。
※なお、当選発表は
発送をもって代えさせ
ていただきます。

古紙配合率100％再生紙を使用しています

全国でも珍しい木槽天秤しぼり 高島市

上原酒造「不老泉」
銘酒「不老泉」の蔵元・上原酒造の創業
は文久２年。以来一貫して、原料米の旨
味を生かした酒を手造りしています。全国
でも数蔵しか残っていない「木槽天秤し
ぼり」を行っており、機械なら１日ですむ
作業を３日かけて木の天秤棒でいいとこ
ろだけをしぼり、雑味のない酒に仕上げ
ているのです。また、酵母無添加の本格
的な山廃仕込みは全国でも珍しく、木桶
で造る木桶仕込みも復活させています。
「通」もうなる名蔵、見学希望の場合は、
必ず予約してください。

■所 高島市新旭町
太田

■電 0740-25-2075
■交 車：湖西道路
比良ランプか
ら20分、また
は北陸道木之
本ICから50分

■Ｐ 普通車10台、
大型車５台

こし餡と餅の絶妙なバランス

うばがもち東海道草津宿
東海道名物のうばがもち（24粒入866円）は、今から約430
年前、織田信長に滅ぼされた近江源氏佐々木義賢の３歳に
なる曾孫を託された乳母が、養育の資としてお餅を売った
のが始まりといわれています。草津産もち米でつくった餅
をこし餡で包み、白餡と山芋の練り切りをのせた、乳母の
慈しみの心が形となり今に生きる伝統の味わいです。
■店 うばがもちや本店　■所 草津市大路2-13-19 ■電 077-566-2580
■時 9:00～19:00（土日祝8:00～20:00）

地
酒
と
小
さ
な
旅 

うまい 滋賀の物産案内 

このコーナーは、（社）びわこビジターズビューローの物産会員をシリーズで紹介しております。

近
江
の
城 

近
江
の
城 

近
江
の
城 

須賀谷温泉は、小谷山の麓にひっ
そりと涌く茶褐色のヒドロ炭酸鉄
泉。小谷城主の浅井長政やその妻
お市（信長の妹）も訪れたという
名湯です。長政夫妻と三人娘でな
んと５人分もの「顔出し看板」が、
宿泊客を出迎えてくれます。
■所 長浜市須賀谷町　■電 0749-74-2235 ■￥ 日帰り入浴800円
■交 車：北陸道長浜ICから20分　■Ｐ 普通車40台、大型車10台

浅井長政・お市ゆかりの須賀谷温泉

彦根城は、慶長９年（1604）から築城が開

始され、慶長12年（1607）頃、天守が完

成しました。現在でも二重の濠
ほり

に囲まれ

た美しい城郭が気高い雄姿を誇り、姫路

城、松本城、犬山城とともに国宝四城に

数えられ、世界文化遺産暫定リストにも登

載されている天下の名城です。この彦根

城が築城400年を迎える平成19年（2007）

には、彦根城や市内全域で「国宝・彦根

城築城400年祭」が開催されます。

■国宝・彦根城築城400年祭

特別展「井伊家十四代物語」
彦根城内の旧開国記念館を会場に、徳川四天王・井伊直政、彦根藩の基礎を築い
た二代藩主・井伊直孝、日本を開国へ導いた大老・井伊直弼など彦根藩の歴代藩
主と彦根城をテーマとした体験型の特別展が期間中常時開催されます。
また、期間中、春・夏・秋それぞれの季節に応じたイベントや、彦根城博物館
の築城400年祭特別企画「最強の軍団―井伊の赤備え―」なども開催されます。

【国宝・彦根城築城400年祭】

開催期間：2007年3月21日（水・祝）～11月25日（日）
※2006年秋からプレイベントを開催

■問 国宝・彦根城築城400年祭実行委員会事務局
■電 0749-30-6141
■交 彦根城域へはJR彦根駅から徒歩10分
名神彦根ICから車で10分

■HP http://www.hikone-400th.jp/

400年祭キャラクター

ひこにゃん

彦
根
城
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古社寺の特別公開
湖東三山「秘仏本尊」ご開帳
9/18（月・祝）～10/27（金）
s西明寺（池寺）さいみょうじ（いけでら）
秘仏・薬師瑠璃光如来像は住職一
代に一度のご開帳で、実に半世紀
ぶり。

s10/8（日）～11/30（木）
「国宝三重塔内部壁画」特別
拝観（雨天時は、文化財保護
のため拝観中止）
初層内部一面に描かれた法華経
の図解、大日如来の脇侍仏三十
二菩薩など。 ■￥ 別途1,000円

s金剛輪寺 こんごうりんじ
粗彫りのまま安置された「生身の
観音」聖観世音菩薩像を開帳する。

s百済寺 ひゃくさいじ
聖徳太子開創1400年を記念
して、十一面観世音菩薩を55
年ぶりに開帳。

s10/30（月）～11/30（木）
「開山聖徳太子像」「甲良豊後守宗廣像」特別公開
極彩色の太子像と、本堂や日光東照宮などを建造した
甲良大工像を公開。

永源寺 えいげんじ

10月下旬～11月下旬
s「標月亭」庭園 特別公開
一面の苔庭に紅葉が映える。観楓茶席で抹茶を味わいな
がら鑑賞できる。 ■￥ 別途 500円

湖南三山「国宝・重文群」同時公開
11/19（日）～28（火）
s常楽寺（西寺） じょうらくじ（にしでら）
国宝の本堂内や、重文の二十八部衆立像などの仏像を公
開。絹本著色釈迦如来および四天王像（掛軸）も特別公開。
■所 湖南市西寺　■電 0748-77-3089 ■￥ 500円
■交 名神竜王ICから車で20分　■Ｐ 普通車60台、大型車2台

s長寿寺（東寺） ちょうじゅじ（ひがしでら）
国宝の本堂内や、重文の阿弥陀如来坐像などの仏像を公
開する。
■所 湖南市東寺　■電 0748-77-3813 ■￥ 500円
■交 名神竜王ICから車で20分　■Ｐ 普通車20台、大型車２台

s善水寺 ぜんすいじ
国宝の本堂内や、重文の梵天立像などの仏像を公開する。
薬師如来三像や十二神将紙本彩色掛軸も特別公開。
■所 湖南市岩根　■電 0748-72-3730 ■￥ 500円
■交 名神竜王ICから車で20分　■Ｐ 普通車20台、大型車２台

高源寺 こうげんじ

11/15（水）～12/3（日）
s「村山たか肖像画」「絹本著色源氏物語明石之
巻襖絵」特別公開
大老井伊直弼を助けた村山たかの肖像画と、狩野派によ
る襖絵を公開。 ■￥ 300円
■所 多賀町楢崎　■電 0749-49-0821
■交 名神彦根ICから15分　■Ｐ 普通車30台

石山寺 いしやまでら

9/1（金）～11/30（木）
s紫式部展
紫式部が源氏物語の想を練ったゆかりの品など宝物の特
別公開。 ■￥ 別途 200円

雲住寺 うんじゅうじ

10/15（日）
s俵藤太むかで供養会
近江八景のひとつ「瀬田の夕照」を眺める部屋を公開す
る。三上山のムカデ退治で知られる藤原秀郷（俵藤太）
ゆかりの寺院。
■所 大津市瀬田　■電 077-545-0234 ■￥ 志納
■交 名神瀬田西ICまたは瀬田東ICから10分　■Ｐ なし

祭り・イベント
北近江 一豊・千代博覧会
開催中～11/30（木）
「功名が辻」の舞台、長浜市など北近江一円で特別展など開催。
■電 0749-62-4111㈹（長浜市観光振興課）■￥ 市街地3会場セット券1000円

小谷城資料展「元亀争乱―戦国を馳せた武士たち―」
開催中～10/29（日）
湖北町児童館で小谷城遺物、城跡絵図、浅井長政ら肖像画など展示。
■電 0749-78-8305（湖北町産業課） ■休 月曜

玄宮園で虫の音を聞く会
9/1（金）～10/１（日）
彦根藩主の大名庭園で国宝天守と名月を眺め、虫の音に耳を傾ける。
■電 0749-23-0001（彦根観光協会） ■￥ 500円（30名以上400円）

ごかのしょう新近江商人塾＆ぶらりまちかど美術館・博物館
9/23（土・祝）
近江商人屋敷が残るまちで、時代行列やお宝公開などが多彩に。
■電 0748-48-2100（東近江市観光協会五個荘支部）

氏郷まつり〝楽市楽座〟2006～産業フェア～
10/28（土）、29（日）
日野町や松阪市などの特産品をそろえた楽市楽座。筒鉄炮隊の演武も。
■電 0748-52-6562（日野町イベント実行委員会）

もみじ祭り「紅楓会」こうふうえ
11/3（金・祝）～23（木・祝）
比叡山・奥比叡ドライブウェイ沿道で2000本以上の紅葉を愛でる。
■電 077-578-0001（比叡山延暦寺）

近江神宮流鏑馬 やぶさめ

11/3（金・祝）
武田流鎌倉派の奉納により近江
神宮参道で行われる恒例行事。
■電 077-522-3725（近江神宮）

ふるさとふれあい秋まつり
11/5（日）
大中牛を1000人バーベキューや安土楽市、安土信長出陣太鼓など多彩。
■電 0748-46-7210（安土町産業振興課）

ライトアップ
秋のライトアップ紅葉の坂本

11/10（金）～30（木） 17:30～21:00
写真のほか、日吉参道や滋賀院門跡の門もライトアップされる。

■電 077-578-6565（坂本観光案内所）
s日吉大社

s西教寺

s旧竹林院庭園

石の寺 教林坊
11/11（土）
～12/3（日）

17:30～21:00
（受付20:30まで）
■￥ 夜間特別
拝観料
500円

西教寺 さいきょうじ

天台眞盛宗総本山で、明智光秀や
小堀遠州ゆかりの地。総欅造の本堂
や伏見城の遺構が残る客殿、明智
光秀一族の墓など見どころが多い。
■所 大津市坂本 ■電 077-578-0013
■￥ 400円（30名以上360円）
■交 車：湖西道路坂本北ICから5分
■Ｐ 普通車20台、大型車2台

日吉大社 ひよしたいしゃ

全国各地にある「山王さん」の総
本宮。東本宮・西本宮ともに本殿
は国宝で、日吉三橋や西本宮楼門、
山王鳥居など、重文も数多い。
■所 大津市坂本　■電 077-578-0009
■￥ 300円　■交 車：名神京都東ICから
20分　■Ｐ 普通車20台、大型車2台

旧竹林院庭園 きゅうちくりんいんていえん

延暦寺の里坊のひとつで、その中で
も格式の高い寺院だった。庭園は
国指定の名勝で、天正年間建立の
茶室と四阿は市指定文化財。
■所 大津市坂本　■電 077-578-0955
■￥ 310円（15名以上は250円）
■休 月曜（祝日の場合は開園）、祝日
■交 車：名神京都東ICから20分
■Ｐ 普通車20台、大型車2台

坂本のまちなみ さかもとのまちなみ

延暦寺の門前町で、山上での修行を終
えた老僧が住む里坊が50ほどあり、穴
太衆積みと呼ばれる石垣が白壁と調和
している。
■所 大津市坂本　■電 077-578-6565（坂本観
光案内所） ■交 車：名神京都東ICから20
分　■Ｐ 大宮川Ｐ利用

石山寺 いしやまでら

西国三十三所観音霊場第13番札所。広大な境内に本堂や多宝塔をは
じめ多くの国宝・国重文がある。紫式部や蓮如ゆかりの地。
■所 大津市石山寺　■電 077-537-0013 ■￥ 500円　■交 車：瀬田西ICまたは瀬田
東ICから10分　■Ｐ 普通車140台（大型可、有料）

石の寺 教林坊 いしのてらきょうりんぼう

小堀遠州作の名勝庭園。池に映
る紅葉は神秘的で、時間がゆっ
くりと流れる癒しの空間。拝観
は土日祝のみ（4/29～5/7、10/1
～12/10は毎日可。団体の場合
は他の日も応相談）。
■所 安土町石寺 ■電 0748-46-5400また
は5539 ■￥ 300円　■交 車：名神竜王
ICから20分 ■Ｐ 普通車40台

永源寺 えいげんじ

臨済宗永源寺派の大本山。寂室和尚坐像など重文が多い。こん
にゃく料理でも有名で、芭蕉がこんにゃくを詠んだ句碑が立つ。
■所 東近江市永源寺高野町 ■電 0748-27-0016 ■￥ 500円（30名以上450
円）■交 車：名神八日市ICから15分　■Ｐ 普通車300台、大型車10台（有料）

西明寺（池寺）さいみょうじ（いけでら）

湖東三山最北の名刹。本堂
や三重塔は釘を１本も使わ
ない純和風建築で国宝。門
前の一休庵で精進料理など
が味わえる。
■所 甲良町池寺
■電 0749-38-4008 ■￥ 500円
■交 車：名神八日市ICから25分
または彦根ICから15分

■Ｐ 普通車400台、大型車30台

金剛輪寺 こんごうりんじ

湖東三山真ん中の巨刹。本
堂の大悲閣は鎌倉時代の代
表的建築物で国宝。紅葉の
鮮やかさは「血染めのもみ
じ」として知られる。
■所 愛荘町松尾寺
■電 0749-37-3211 ■￥ 500円
■交 車：名神八日市ICまたは
彦根ICから20分

■Ｐ 普通車300台、大型車30台

百済寺 ひゃくさいじ

湖東三山最南の最古刹。聖
徳太子の発願で百済の寺院
を模して建てられた。石垣
は城郭のような趣きで、庭
園からの眺望は抜群。
■所 東近江市百済寺町
■電 0749-46-1036 ■￥ 500円
■交 車：名神八日市ICから15分
または彦根ICから30分

■Ｐ 普通車200台、大型車20台

徳源院（清滝寺）とくげんいん（きよたきでら）

かつて北近江を支配した京極家の
菩提寺で、国の史跡。本堂や位牌
殿、三重塔、一族の墓、回遊式の庭
園などがある。
■所 米原市清滝　■電 0749-58-2227（米原
市観光協会） ■￥ 200円　■交 車：名神
米原ICまたは関ヶ原ICから15分
■Ｐ 普通車10台、大型車3台

近江孤篷庵 おうみこほうあん

日本三大茶人のひとり小堀遠州
の菩提寺。簡素な石組の枯山水
と、東に面した池泉回遊式の「遠
州好み」の庭園がある。
■所 長浜市上野町 ■電 0749-74-2116
■￥ 300円 ■休 11/17（金）
■交 車：北陸道長浜ICから15分
■Ｐ 普通車30台、大型車2台

鶏足寺（旧飯福寺）参道 けいそくじ（きゅうはんぷくじ）さんどう

山岳伽藍の修験道場として栄え、
山中に多くの建物跡や墓地庭園
などの跡が残る。重文群は己高
閣・世代閣に安置されている。
■所 木之本町古橋　■電 0749-82-5909
（木之本町観光協会） ■交 車：北陸
道木之本ICから20分　■Ｐ 専用Ｐな
し（紅葉の時期のみ臨時Ｐあり）

興聖寺（足利庭園）こうしょうじ（あしかがていえん）

曹洞宗開祖・道元が朽木氏に創建をす
すめたと伝わる。足利将軍が数年間滞
在した居館の庭園は国の名勝で、旧秀
隣寺庭園ともいう。
■所 高島市朽木岩瀬　■電 0740-38-2103
■交 車：湖西道路真野ICから40分/北陸道
木之本ICから60分（道路状況は要問い合
わせ） ■Ｐ 普通車20台、大型車5台
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各寺の掲載写真は「前立ち」

八日市IC＝＝＝＝＝＝百 済 寺＝＝＝＝＝＝金剛輪寺＝＝＝＝＝＝一 休 庵…… 

……………西　明　寺＝＝＝＝＝＝国宝・彦根城＝＝＝＝＝＝彦根IC

竜王IC＝＝＝＝＝＝善水寺＝＝＝＝＝＝やまりゅう＝＝＝＝＝＝常楽寺（西寺）＝＝＝ 

＝＝＝＝＝＝長寿寺（東寺）＝＝＝＝＝＝酒蔵見学〈要予約〉＝＝＝＝＝＝栗東IC

貸切バス約15分 貸切バス約20分 貸切バス約10分 

入場観光約60分 入場観光約60分 昼　食 
■ 電 0749-38-3851

徒歩 貸切バス約40分 貸切バス約20分 

入場観光約60分 入場観光約90分 

貸切バス約25分 貸切バス約20分 貸切バス約20分 

貸切バス約10分 貸切バス約20分 貸切バス約20分 

入場観光約45分 入場観光約60分 昼　食 
■ 電 0748-72-0137

入場観光約60分 見学約45分 
北島酒造 ■ 電 0748-72-0012　竹内酒造 ■ 電 0748-77-2963

湖東三山と国宝・彦根城 湖東三山と国宝・彦根城 湖東三山と国宝・彦根城 湖東三山と国宝・彦根城 錦秋の湖国、古刹を巡る 錦秋の湖国、古刹を巡る 錦秋の湖国、古刹を巡る 湖南三山と酒蔵見学 湖南三山と酒蔵見学 湖南三山と酒蔵見学 湖南三山と酒蔵見学 歴史の深さと 四季折々の美しさに 心洗われる古刹 歴史の深さと 四季折々の美しさに 心洗われる古刹 歴史の深さと 四季折々の美しさに 心洗われる古刹 
モデルコース① モデルコース② 


